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１

【公益目的事業】

（単位：箇所・件）

［公2］水道の安定供給の促進及び水道に関する知識の普及・啓発に寄与する事業

（1） 宅地内給水装置診断業務

実施

調査箇所

130

127

残 留 塩 素 濃 度 測 定

調査延件数

774

令和7年度　事業報告書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

概  要
令和7年度の事業実施内容及び実施状況は次のとおりである。

［公1］水道水の水質の安定に寄与する事業

（1） 配水管末水質調査業務

水道法に基づく衛生上の措置として定められている給水栓での残留塩素濃度0.1㎎／ℓ以上を常
に確保できるよう、水質調査地点を選定し、配水管末での水質調査を定期的に行った。また、残留
塩素濃度を保持するために、常時放水を必要とする箇所を選定するとともに、そこでの必要最小放
水量を決定し、水道水の放水量を定期的に測定した。

予定

放 水 量 測 定

不明・異常なし

397

調査箇所 調査延件数

790 90 630

90 618

給水装置外からの漏水

水道利用者である市民からの相談に応じ宅地内給水装置（水道メータから家屋側の給水装置所
有者の管理責任範囲）の現地での診断を無料で行った。また、不具合箇所が発見された場合に
は、当該地域の修繕業者の紹介や修繕依頼時における注意点等のアドバイスや漏水の発生しや
すい箇所や状況の説明などを行い、市民サービスの向上に努めた。

予定 2,800 2,000

（単位：件）

現地調査件数 給水装置からの漏水
相談件数

（調査受付全件）

実施 2,856 1,589 1,026 166

－１－



（単位：人）

【その他の事業】

 ［他1］市民サービス事業

（1） 水道相談業務（水道に関する相談）

（単位：件）

 ［他2］施設等維持管理事業

（1） 水道施設維持管理業務

（単位：箇所・件）

※内日貯水池維持管理業務(水位・貯水量・雨量測定と周辺巡視)は含まない。

２ 附属明細書

3

施設点検延件数
施設
数

料 金 関 係

令和7年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3
項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しない。

水処理薬品の
残量管理延件数

水 質 関 係相 談 件 数

施設
数

給水装置・修繕関係メータ関係

9 512

607 回

46

子　　供

次亜塩素酸ナトリウム
補充・入替作業延件数

4614

市内各所に点在している水源地・浄水場・ポンプ場・配水場などの各水道施設の定期的な点検
や緩速ろ過池の砂の削り取りなどに伴うバルブ操作等の維持管理業務及びその他、導水線路の巡
視など水道施設の維持管理に関わる業務を行った。施設管理を適切に効率的に行うことにより、原
水の安定した供給とともに浄水処理後の安全で安心な水道水の安定的な供給に寄与した。

合　 　計

公社内に設置された専用電話に寄せられる水道に関する様々な疑問や問合せに対応し、必要
に応じ上下水道局の関係課所との調整を行い、相談者に納得していただけるよう対応し、市民が水
道事業への理解を深め、安心して水道を利用できるよう努め、市民サービスの向上を図った。

337

その他

施設
数

289 282

施設
数

46

14

 －２－

北 部 事 務 所 管 内

ろ過砂削り取りに伴う
バルブ操作件数

（2） 水道施設見学、体験業務

建設当時の姿を今に残す、登録有形文化財施設がある高尾浄水場や日和山浄水場内にある水
道資料室などを案内し、日頃見ることができない浄水場の見学や、水道の歴史的成り立ち、水道水
ができる仕組みについて説明し、さらに、実験や測定等の体験活動により水道に関する知識の普及
啓発を行い水道事業への理解と協力を深めてもらった。

442495

60

大　　人見学回数 見学者



３  処 務 事 項

（1） 評議員及び役員の人数

 評議員 ４ 人

６ 人 

２ 人

（2） 評議員及び役員の異動

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

 ～令和10年度定時評議員会終結の時

 ～令和10年度定時評議員会終結の時

（3） 職員の人数

 令和7年5月14日辞任

令和7年5月14日

就任年月日 任　　期

令和6年5月9日

田 中 正 男

監　事

岡 本 誠 也 令和6年5月9日 令和7年5月14日辞任

監　事

任　　期

 ～令和8年度定時評議員会終結の時

職   員  13 人

令和6年5月9日

令和6年5月9日

令和6年5月9日

専務理事
(事務局長）

監　事

理　事

氏　　名

理　事

4人

 理   事 6人 （うち理事長１人、専務理事１人を含む。）

 監   事 2人

令和6年5月9日

就任年月日 任　　期

尾 辻 文

【理　事】

役職名

役職名

【監　事】

磯 部 雄 次

理　事

理　事

理事長

令和6年5月9日河 内 奈 穂

－３－

氏　　名

評議員

令和5年5月 9日評議員

理　事

氏　　名

中 川 教 広

松 本 克 彦

令和7年5月14日

【評議員】

役職名

久 永 春 美

宇 原 泰 司 令和4年5月16日評議員

評議員 令和7年5月14日

就任年月日

 令和7年5月14日辞任馬 水 歩

令和4年5月16日  ～令和8年度定時評議員会終結の時河 村 和 秀

評議員 令和6年5月 9日  ～令和8年度定時評議員会終結の時

岡 本 誠 也

吉 村 栄 治

藤 本 大 典

山 本 武 志

令和6年5月9日



（4） 評議員会及び理事会の開催

・下関市水道サービス公社の財産の処分について
・下関市水道サービス公社解散に伴う残余財産贈与
について

・下関市水道サービス公社清算人の選任について
・下関市水道サービス公社代表清算人の承認につい
て

・下関市水道サービス公社清算人の報酬等の決定に
ついて

・水道サービス公社について

・令和7年度臨時評議員会の招集について

（5）山口県への報告・申請・届出

・令和6年度事業報告等の提出

４

 受取出資金の保有状況

・令和6年度事業報告について
・令和6年度決算報告について
・下関市水道サービス公社定款の変更について
・評議員の選任について
・理事の選任について
・監事の選任について
・令和7年度事業計画及び収支予算について

会 議 名

・水道サービス公社について

臨　時
評議員会

令和8年3月24日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室

・令和6年度事業報告について
・令和6年度決算報告について
・令和7年度定時評議員会の招集の決定について
・代表理事、業務執行理事の職務の執行状況の報告

原案可決

原案可決

開催日・場所

定　時
評議員会

平成2年2月 9日 50,000,000円 金融機関への定期預貯金

令和7年4月24日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室
原案可決

議　　題

会 議 名 開催日・場所 議　　題 備　考

令和7年5月14日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室

令和7年6月 5日

第1回
理事会

令和8年3月10日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室

内　　容

原案可決

－４－

受 取 年 月 日 出資団体名 金　　額

提 出 年 月 日

摘　　要

・評議員及び役員の変更届出書の提出令和7年5月29日

備　考

下　関　市

令和7年6月 3日 ・変更認定後の定款及び登記事項証明書の提出

第2回
理事会

 財 務 事 項

・代表理事、業務執行理事の職務の執行状況の報告



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部

1 流動資産

現金預金 13,001,735 833,412 12,168,323

流動資産合計 13,001,735 833,412 12,168,323

2 固定資産

50,000,000 50,000,000 0

50,000,000 50,000,000 0

279,297 586,938 △ 307,641

6 444,005 △ 443,999

(1)基本財産

基本財産引当預金

基本財産合計

(2)特定資産

什器備品

車両運搬具

特定資産合計 279,303 1,030,943 △ 751,640

固定資産合計 50,279,303 51,030,943 △ 751,640

資産合計 63,281,038 51,864,355 11,416,683

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金 12,639,620 787,624 11,851,996

預り金 362,115 45,788 316,327

流動負債合計 13,001,735 833,412 12,168,323

2 固定負債

固定負債合計 0 0 0

負債合計 13,001,735 833,412 12,168,323

Ⅲ 正味財産の部

1 指定正味財産

受取出資金 50,000,000 50,000,000 0

受取補助金 279,303 1,030,943 △ 751,640

指定正味財産合計 50,279,303 51,030,943 △ 751,640

（うち基本財産への充当額） ( 50,000,000 ) ( 50,000,000 ) ( 0 )

（うち特定資産への充当額） (   279,303 ) (   1,030,943 ) （　△ 751,640)

2 一般正味財産 0 0 0

（うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

（うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

正味財産合計 50,279,303 51,030,943 △ 751,640

負債及び正味財産合計 63,281,038 51,864,355 11,416,683

－５－

科　　　目

令和7年度 決算報告書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

１　貸 借 対 照 表

令和8年3月31日現在



単位（円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１． 経常増減の部
（1） 経常収益

基本財産運用益 12,500 10,858 1,642
基本財産受取利息 12,500 10,858 1,642

指定正味財産からの振替額 751,640 751,641 △ 1
減価償却費相当額 751,640 751,641 △ 1

事業収益 24,327,923 20,703,768 3,624,155
受取補助金等 58,226,349 49,894,164 8,332,185
雑収益 36,947 6,106 30,841

普通預金受取利息 36,947 6,106 30,841
その他雑収益 0 0 0

経常収益計 83,355,359 71,366,537 11,988,822

（2） 経常費用
事業費 76,304,883 65,470,539 10,834,344

役員報酬 7,390,952 7,094,506 296,446
給料手当 47,677,765 46,120,809 1,556,956
臨時雇賃金 0 0 0
退職給付費用 11,018,977 1,280,530 9,738,447
福利厚生費 7,423,714 7,513,492 △ 89,778
旅費交通費 7,580 9,500 △ 1,920
減価償却費 221,448 221,446 2
通信運搬費 265,752 265,710 42
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 118,885 425,735 △ 306,850
修繕費 291,269 320,609 △ 29,340
研修費 0 0 0
印刷製本費 0 0 0
燃料費 619,852 627,586 △ 7,734
委託費 0 0 0
手数料 76,362 56,597 19,765
賃借料 31,287 37,319 △ 6,032
保険料 301,940 261,200 40,740
租税公課 859,100 1,235,500 △ 376,400
雑費 0 0 0

管理費 7,050,476 5,895,998 1,154,478
役員報酬 1,537,066 1,475,336 61,730
給料手当 2,027,923 1,948,104 79,819
臨時雇賃金 0 33,500 △ 33,500
退職給付費用 1,178,973 0 1,178,973
福利厚生費 419,354 434,183 △ 14,829
被服費 2,475 110,143 △ 107,668
旅費交通費 90,000 82,000 8,000
減価償却費 530,192 530,195 △ 3

通信運搬費 217,824 206,890 10,934
消耗什器備品費 0 0 0

２　正味財産増減計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

科　　　　　目 当年度 前年度　 増減

－６－



単位（円）

科　　　　　目 当年度 前年度　 増減

消耗品費 14,281 34,520 △ 20,239
修繕費 83,358 20,680 62,678
研修費 0 4,500 △ 4,500
印刷製本費 49,500 49,500 0
燃料費 125,045 131,891 △ 6,846
光熱水料費 358,662 381,255 △ 22,593
委託費 202,840 288,640 △ 85,800
手数料 97,724 50,863 46,861
賃借料 2,109 12,828 △ 10,719
保険料 95,550 79,970 15,580
諸会費 6,000 16,000 △ 10,000
租税公課 11,600 5,000 6,600

経常費用計 83,355,359 71,366,537 11,988,822
0 0 0
0 0 0
0 0 0

２．経常外増減の部

（1） 経常外収益
減価償却資産除却損相当額 0 0 0
受取補助金等 0 0 0
雑収益 0 0 0

0 0 0経常外収益計
（2） 経常外費用

減価償却資産除却損 0 0 0
賠償金 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 0 0 0
一般正味財産期首残高 0 0 0
一般正味財産期末残高 0 0 0

Ⅱ 指定正味財産増減の部
受取補助金等 0 0 0
一般正味財産への振替額 △ 751,640 △ 751,641 1

減価償却費相当額 △ 751,640 △ 751,641 1
減価償却資産除却損相当額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 △ 751,640 △ 751,641 1
指定正味財産期首残高 51,030,943 51,782,584 △ 751,641
指定正味財産期末残高 50,279,303 51,030,943 △ 751,640

Ⅲ 正味財産期末残高 50,279,303 51,030,943 △ 751,640

－７－

評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額



単位（円）

公1 公2 他1 他2

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１． 経常増減の部

（1) 経常収益
基本財産運用益 12,500 12,500 0 0 12,500

基本財産受取利息 12,500 12,500 0 0 12,500
指定正味財産からの振替額 221,448 221,448 0 530,192 751,640

減価償却費相当額 221,448 221,448 0 530,192 751,640
事業収益 5,987,365 5,987,365 18,340,558 18,340,558 0 24,327,923
受取補助金等 51,606,601 51,606,601 136,411 136,411 6,483,337 58,226,349
雑収益 0 36,947 36,947

普通預金受取利息 0 36,947 36,947
その他雑収益 0 0 0

経常収益計 6,208,813 51,606,601 12,500 57,827,914 136,411 18,340,558 0 18,476,969 7,050,476 0 83,355,359

（2） 経常費用
事業費 6,208,813 51,619,101 57,827,914 136,411 18,340,558 18,476,969 76,304,883

役員報酬 549,733 5,144,019 5,693,752 30,151 1,667,049 1,697,200 7,390,952
給料手当 3,534,122 33,020,403 36,554,525 63,858 11,059,382 11,123,240 47,677,765
臨時雇賃金 0 0
退職給付費用 982,194 7,289,771 8,271,965 31,185 2,715,827 2,747,012 11,018,977
福利厚生費 526,168 5,146,326 5,672,494 10,908 1,740,312 1,751,220 7,423,714
旅費交通費 1,420 1,420 6,160 6,160 7,580
減価償却費 221,448 221,448 0 221,448
通信運搬費 17,382 210,312 227,694 38,058 38,058 265,752
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 8,220 79,180 87,400 178 31,307 31,485 118,885
修繕費 63,195 114,829 178,024 113,245 113,245 291,269
研修費 0 0 0
印刷製本費 0 0 0
燃料費 24,403 336,962 361,365 258,487 258,487 619,852
委託費 0 0 0

 －
８

－

内部取引
消去

合計

３　正味財産増減計算書内訳表

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

科　　 　目

公益目的事業会計

水道水の水
質の安定に
寄与する事

業

水道の安定
供給の促進
及び水道に

関する知識の
普及・啓発に
寄与する事業

収益事業等会計

市民サービ
ス事業

施設等維持
管理事業

共通 計 共通 計
法人会計

0
0
0

0



単位（円）

公1 公2 他1 他2

 －
８

－

内部取引
消去

合計科　　 　目

公益目的事業会計

水道水の水
質の安定に
寄与する事

業

水道の安定
供給の促進
及び水道に

関する知識の
普及・啓発に
寄与する事業

収益事業等会計

市民サービ
ス事業

施設等維持
管理事業

共通 計 共通 計
法人会計

手数料 2,210 55,740 57,950 80 18,332 18,412 76,362
賃借料 2,335 21,859 24,194 51 7,042 7,093 31,287
保険料 61,990 177,680 239,670 62,270 62,270 301,940
租税公課 215,413 20,600 236,013 623,087 623,087 859,100
雑費 0 0 0

管理費 7,050,476 7,050,476
役員報酬 1,537,066 1,537,066
給料手当 2,027,923 2,027,923
臨時雇賃金 0 0
退職給付費用 1,178,973 1,178,973
福利厚生費 419,354 419,354
被服費 2,475 2,475
旅費交通費 90,000 90,000
減価償却費 530,192 530,192
通信運搬費 217,824 217,824
消耗什器備品費 0 0
消耗品費 14,281 14,281
修繕費 83,358 83,358
研修費 0 0
印刷製本費 49,500 49,500
燃料費 125,045 125,045
光熱水料費 358,662 358,662
委託費 202,840 202,840
手数料 97,724 97,724
賃借料 2,109 2,109
保険料 95,550 95,550
諸会費 6,000 6,000
租税公課 11,600 11,600

6,208,813 51,619,101 0 57,827,914 136,411 18,340,558 0 18,476,969 7,050,476 0 83,355,359
評価損益等調整前当期経常増減額 0 △ 12,500 12,500 0 0 0 0 0 0 0 0
評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常増減額 0 △ 12,500 12,500 0 0 0 0 0 0 0 0

経常費用計

　
　

　
　

　
－

９
－



単位（円）

公1 公2 他1 他2

 －
８

－

内部取引
消去

合計科　　 　目

公益目的事業会計

水道水の水
質の安定に
寄与する事

業

水道の安定
供給の促進
及び水道に

関する知識の
普及・啓発に
寄与する事業

収益事業等会計

市民サービ
ス事業

施設等維持
管理事業

共通 計 共通 計
法人会計

２． 経常外増減の部

（1） 経常外収益
減価償却資産除却損相当額 0 0 0 0
受取補助金等 0 0 0 0
雑収益 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（2） 経常外費用

減価償却資産除却損 0 0 0 0
賠償金 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 0 △ 12,500 12,500 0 0 0 0 0 0 0 0
一般正味財産期首残高 0
一般正味財産期末残高 0

Ⅱ 指定正味財産増減の部
受取補助金等 0 0 0
一般正味財産への振替額 △ 221,448 △ 221,448 △ 530,192 △ 751,640

減価償却費相当額 △ 221,448 △ 221,448 △ 530,192 △ 751,640
減価償却資産除却損相当額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 △ 221,448 0 0 △ 221,448 0 0 0 0 △ 530,192 0 △ 751,640
指定正味財産期首残高 51,030,943
指定正味財産期末残高 50,279,303

Ⅲ 正味財産期末残高 50,279,303

          －
１

０
－



４  財務諸表に対する注記

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

基本財産引当預金 50,000,000 0 0 50,000,000

50,000,000 0 0 50,000,000

特定資産

什器備品 586,938 0 307,641 279,297

車両運搬具 444,005 0 443,999 6

1,030,943 0 751,640 279,303

51,030,943 0 751,640 50,279,303

(4) 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

当期末残高
（うち指定

正味財産から
の充当額）

（うち一般
正味財産から

の充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産

基本財産引当預金 50,000,000 (50,000,000) (0) (0)

50,000,000 (50,000,000) (0) (0)

特定資産

什器備品 279,297 (279,297) (0) (0)

車両運搬具 6 (6) (0) (0)

279,303 (279,303) (0) (0)

50,279,303 (50,279,303) (0) (0)

(5) 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

取得価額
減価償却
累計額

当期末残高

什器備品 2,413,948 2,134,651 279,297

車両運搬具 5,677,640 5,677,634 6

8,091,588 7,812,285 279,303

科　目

合　計

科　目

小　計

小　計

合　計

(1) 重要な会計方針
ア 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定額法によっている。
イ 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

(2) 会計基準
公益法人会計基準（平成20年）を適用している。

(3) 基本財産及び特定資産の増減額及び残高
基本財産及び特定資産の増減額及び残高は、次のとおりである。

－１１－

科　目

小　計

小　計

合　計



(6) 

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照
表上の

記載区分

補助金

公益事業補助金 下関市上下水道局 0 58,226,349 58,226,349 0

公益事業補助金 下関市上下水道局 0 0 0 0 指定正味財産

0 58,226,349 58,226,349 0

(7) 

（単位：円）

金　額

経常収益への振替額

減価償却費計上による振替額 751,640

経常外収益への振替額

固定資産除却損計上による振替額 0

751,640

(8) その他 

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

補助金等の名称

合  計

内　容

合　計

－１２－

　事務所等(高尾浄水場第3倉庫3階事務所162.3㎡、楢原浄水場内管理本館事務所92㎡及び

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

駐車場）の賃借料については、下関市上下水道局から減免許可を受けているので、計算書類に

は計上していない。



(1) 基本財産及び特定資産の明細
（単位：円）

区分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産 定期預金
（西中国信用金庫 唐戸支店）

定期預金
（山口県農業協同組合 勝山支所）

定期預金
（西京銀行 唐戸支店）

定期預金
（山口銀行 本店営業部）

定期貯金

（ゆうちょ銀行 下関丸山郵便局）

基本財産計 50,000,000 0 0 50,000,000

特定資産 什器備品

 　漏水探知器　3台 3 0 0 3

 　ＯＡシステム　1式 586,934 0 307,641 279,293

 　給茶機　1台 1 0 0 1

221,452 0 221,448 4

1 0 0 1

車両運搬具

222,552 0 222,551 1

特定資産計 1,030,943 0 751,640 279,303

(2) 引当金の明細
引当金は設けていない。

0

0

0

0

0

0

10,000,000

10,000,000

0

0

10,000,000

10,000,000

５　附 属 明 細 書

―１３―

10,000,000 0 0 10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

軽自動車（公益目的事業会計）4台 

軽自動車（収益事業等会計）1台   

軽自動車（法人会計）1台



3  

 

15

3 12



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　額

（固定負債）

0

固定負債合計 0

　　　負債合計 13,001,735

　　　正味財産 50,279,303

貸借対照表科目

－１５－
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